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■本編
	単元名
	伝統的な言語文化

	単元のねらい
	言語文化を楽しむ

	


	教材名
	配当時間
	「枕草子・徒然草」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	枕草子・徒然草
	3

言語3
	・古典に表れたものの見方や考え方にふれ，登場人物や筆者の思いなどを想像する。
【伝（イ）　古典に表れたものの見方や考え方に蝕れ，登場人物や作者の思いなどを想像する】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　古典に表れたものの見方や考え方などについて，現代と比べて考えるなどして，古典の世界を楽しもうとしている。
	記述の分析
	○　自分にとっての「先達」について具体的に考えをまとめようとしている。

☆　「うつくしきもの」（P14）であげられている例や，「弓射ること」（P18）の「この戒め」を，今の生活に置きかえて考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　現代語訳や解説などを手がかりにして，古典に描かれたものの見方や考え方に触れている。
	記述の確認
	○　「懈怠の心」を十分に理解し，自分の経験等と比較できる。

☆　現代語訳から，「うつくしきもの」であげられている事物や，「弓射ること」で描かれている人物の言動を整理させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。


	『学びを広げる』との関連
	・古典の冒頭二十五選（折込）


	単元名
	伝統的な言語文化

	単元のねらい
	言語文化を楽しむ

	


	教材名
	配当時間
	「漢詩の世界」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢詩の世界
	3

言語3
	・漢詩の特徴をいかして朗読するなどし，古典の世界を楽しむ。
【伝（ア）　作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界を楽しむ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　漢詩の特徴をいかしたり，作品の世界を想像したりしながら朗読することをとおして，古典の世界を楽しもうとしている。
	記述の分析
	○　漢詩三編の全てを暗唱しようとしている（音読評価表の分析）。
☆　語句の意味や語順，漢詩特有の構成（起承転結など）などを確かめながら繰り返し読ませる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　語注などを手がかりに，作品に描かれた情景について想像したことをいかして読んでいる。
	行動の観察
	○　進んで音読に取り組んでいる（音読評価表の分析）。

☆　詩の表現や語注から，描かれている場面の状況を整理させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。


	『学びを広げる』との関連
	・詩の音読・暗唱（P32）


	単元名
	伝統的な言語文化

	単元のねらい
	言語文化を楽しむ

	


	教材名
	配当時間
	「国語辞典の活用」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	国語辞典の活用
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。

【言（イ）　語句・語彙】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　言葉のもともとの意味を知ろうとして国語辞典を活用しようとしている。
	行動の観察

記述の確認
	☆　国語辞典を引いて，意味や用法を確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　言葉にはもともとの意味や用法があることに理解している。
	記述の確認
	☆　言葉のもともとの意味と最近優勢になってきている意味とを書き出させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。
★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	伝統的な言語文化

	単元のねらい
	言語文化を楽しむ

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう①」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう①
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　伝統文化や伝統的なものの数え方，伝統的なことわざに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　伝統文化や伝統的なものの数え方，伝統的なことわざに関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P116）


	単元名
	表現力１

	単元のねらい
	的確に表す

	


	教材名
	配当時間
	「プレゼンテーションをしよう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	プレゼンテーションをしよう
	4
話す・聞く4
	・社会生活の中から話題を決め，集めた材料を整理して資料をつくる。
・目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話す。

【Ａア　話題設定や取材】

【Ａウ　話すこと】

	言語活動
	調べてわかったことや考えたことなどに基づいて説明や発表をしたり，それらを聞いて意見を述べたりすることをとおした指導。【Ａ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　社会生活の中の話題について，自分の立場や考えを根拠を明らかにして伝えるために，資料や機器などを活用して話すことの効果を考えようとしている。
	記述の分析
	○　テーマについて，自分の考えを根拠を明らかにして伝えるために，資料や機器などの特徴をいかし，その効果を考えようとしている。

☆　他の学習者の発表の中でわかりやすかったものをあげさせ，それがなぜわかりやすかったのかを確かめさせる。

	話す・聞く能力
	１　社会生活の中からテーマを決め，さまざまな方法で材料を集め，目的に応じて整理している。
	記述の確認
	○　報告したい内容にふさわしい資料の図や表，グラフなどを工夫しながら書いている。

☆　伝えたい要点を確かめさせ，そのための中心になる材料を選ばせる。

	
	２　わかりやすく説明するために，機器などを用いたり，資料に図表や写真などを活用したりして話している。
	行動の観察
	○　身振り手振りなど話し方を工夫したり，機器や資料を工夫して用いたりして，わかりやすく話している。

☆　集めた材料について，どのように示したら内容がより伝わるかを，箇条書き・表・グラフなどのいくつかの方法で考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　話す相手や目的にふさわしい話の形態や展開があることを理解している。

【言（オ）　単語，文及び文章】
	記述の点検
	○　相手や目的にふさわしい話し方や展開を工夫して進行表に書いている

☆　話全体の中心になる内容とそれを支える部分とを区別するなど，全体の構成を意識しながら，内容の順序を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ａ　話すこと・聞くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	１　話す材料を集めるには

４　資料などを活用して話すには

	『学びを広げる』との関連
	・人からの情報収集（P81）

・表とグラフによる比較（P87）

・評価の視点（P99）


	単元名
	表現力１

	単元のねらい
	的確に表す

	


	教材名
	配当時間
	「読書感想文を書こう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	読書感想文を書こう
	4
書く4
	・自分の感想や考えが効果的に伝わるように書く。

・文章を読み合い，自分のものの見方や考え方を広くする。

【Ｂウ　記述】

【Ｂオ　交流】

	言語活動
	多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　読書感想文を読み合うことをとおして，さまざまな考え方を知ったり，表現や構成について気づいたりして，自分の文章の参考にしようとしている。
	記述の分析
	○　ワークシートに観点に基づいた振り返りを今後にいかすよう書こうとしている。

☆　他の人の感想文の中から自分の文章に使ってみたいと思う部分をあげさせる。

	書く能力
	１　読んだ本の内容について感じたことや考えたことを，文章の一節を引用したり表現を工夫したりして，わかりやすく説明している。
	記述の確認
	○　文章の一節を効果的に引用するなど，自分の伝えたいことがよく伝わるよう工夫して書いている。

☆　本を読んで自分が感じたことや考えたことのもとになった部分を，本の中から抜き出させる。

	
	２　感想文を読み合い，説明の仕方や，感想文に表れたものの見方や考え方などについて，自分の考えを述べている。
	行動の観察

記述の確認
	○　書き手の考えや説明の仕方について，根拠をもとにして積極的に発言したり，書いたりしている。

☆　他の学習者の感想文について，書き手の感じ方や考え方が書かれている部分を指摘させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　読んだ本の内容について感じたことや考えたことを表現するためにふさわしい言葉を選んでいる。

【言（イ）　語句・語彙】
	記述の点検
	○　序論・本論・結論に整合性があり，本論部分の引用表現が考えを表すのに，その効果を考え適切に選び抜かれている。

☆　自分の感じたことや考えたことについて，その中心をどのように言いかえられるか考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	８　伝えたいことを明確にするには

12　文章の工夫について交流するには

	『学びを広げる』との関連
	・引用の機能（P89）

・文学的な文章の要約（P91）


	単元名
	表現力１

	単元のねらい
	的確に表す

	


	教材名
	配当時間
	「用言の活用」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	用言の活用
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（エ）　単語，文及び文章】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　「着る」と「切る」の活用の違いを考えようとしている。
	記述の分析
	☆　「着る」と「切る」に同じ活用語尾を付け，かたちを比べさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　活用表のしくみをおおむね理解している。
	行動の観察

発言の確認
	☆　主要な動詞･形容詞などに活用語尾を付けながら，自分で活用表を作り完成させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	表現力１

	単元のねらい
	的確に表す

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう②」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう②
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　表現に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　表現に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P116）


	単元名
	表現力２

	単元のねらい
	わかりやすく述べる

	


	教材名
	配当時間
	「壁に残された伝言」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	壁に残された伝言
	4
読む4
	・発見された事実と，それを取材した筆者の思いがどのように書かれているかを読み取る。

【Ｃイ　文章の解釈】

	言語活動
	説明や評論などの文章を読み，内容や表現の仕方について自分の考えを述べることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　「伝言」という言葉のもつ二つの意味について，図や表を用いて表現している筆者の思いや願いについて考え，自分なりのものの見方や考え方を広げようとしている。
	記述の分析
	○　前時に行った話し合いをもとに，自分の考えを深めたり，関係者の心を理解して想像することで「伝言」にこめられた二つの意味を適切に述べたりしようとしている。

☆　「伝言」という言葉のもつ意味を，〈目に見えるもの〉＝(実際に書かれたもの)と〈目には見えないもの〉＝(筆者の思いや願い)という二つの視点から考えさせる。

	読む能力
	１　「伝言」が発見された経緯や保存された事情について，写真や図なども参考にして読み取っている。
	記述の確認
	○　筆者のとまどいを読み取りながら，本当の意味で理解することの難しさを指摘している。

☆　P45・46の二つの写真を比べ，その一致点や違いを見つけることで，「伝言」が発見された経緯を確認し，保存された事情をそれぞれの図について説明している段落と照らし合わせながら，一つずつ説明させる。

	
	２　発見された「伝言」のもつ価値について読み取ったことをもとに，当事者にとってだけでなくその社会的意義を含めて，考えたことをまとめている。
	行動の観察
	○　「時間を超えて出てきた理由」や関係者の思いを具体的にイメージして複数記入できており，また，「目に見えないもの」にまで言及できている。

☆　「伝言」発見の話題を，なぜマスコミが大きく取りあげたのか，本文中の内容を根拠にしながら自分の考えをまとめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　発見された「事実」の説明と筆者の「思い」を書き分けるために，段落の構成の仕方や図・写真の用い方について，筆者はどのように工夫しているかを理解している。

【言（ウ）　単語，文及び文章】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の確認
	○　事実の他に，その当時の人々や，後に見た人の思いを想像してノートに記述している。

☆　大きな意味のまとまり(五つの意味段落)ごとに小見出しをつけることで，具体的な事実の説明と筆者の思いが，どのような構成でまとめられているかを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。


	


	「確かめよう」との関連
	14　段落の役割と内容を整理して読むには

	『学びを広げる』との関連
	・中谷宇吉郎「卵の立つ話」（p54）

・説明の焦点化（p93）


	単元名
	表現力２

	単元のねらい
	わかりやすく述べる

	


	教材名
	配当時間
	「意見文を書こう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	意見文を書こう
	5
書く5
	・社会生活の中から課題を決め，自分の考えをまとめる。

・自分の意見や立場が明確になるよう，構成を工夫して書く。

【Ｂア　課題設定や取材】

【Ｂイ　構成】

	言語活動
	多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　他の人の文章と自分の文章とを読み比べて，意見を伝えるためにふさわしい文章の構成や説明の仕方を考えようとしている。
	記述の分析

または

行動の観察
	○　他の学習者の文章で参考になった点が書かれており，自分の文章を振り返り，次に行うときにはこうしていきたいという評価ができている。
☆　他の学習者の文章を読み比べて，そこにどのような述べ方の違いがあるかを確かめさせる。

	書く能力
	１　社会生活の中から選んだ課題について，多様な方法で集めた資料を友達と質問し合いながら整理し，自分の考えをまとめている。
	記述の確認
	○　多くの材料から，もっとも伝えたい内容について絞り込み，考えたことや感じたこと，その根拠が伝わりやすいように工夫され書かれている。
☆　「こんなことを質問し合おう」（P55）の項目ごとに，どのように答えたらよいかを考えさせる。

	
	２　下書きの交流をとおして，意見や立場が明確か，根拠と意見がつながっているかなどの視点から文章全体の構成を見直している。
	記述の確認
	○　内容や，段落構成，語句，接続詞の使い方などのアドバイスをしている。アドバイスを受けて自分で赤鉛筆を使いわかりやすく書き直そうとした工夫が見られる。
☆　もらったアドバイスについて，具体的にはどのような問題があるかを，質問したり相談したりして，どのように直したらよいか考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　伝えたい意見や事柄にふさわしい文章の展開を工夫している。

【言（オ）　文章】
	記述の点検
	○　自分の意見をわかりやすく述べるための構成となっており，原稿用紙の使い方も適切である。
☆　「文章の組み立て」（P342）の「結論の示し方」の中から，自分の文章の型を一つ選ばせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	７　書く材料を探すには

９　説得力のある文章を書くには

	『学びを広げる』との関連
	・情報の比較（P83）

・引用の機能（P89）


	単元名
	表現力２

	単元のねらい
	わかりやすく述べる

	


	教材名
	配当時間
	「さまざまな意味」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	さまざまな意味
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（イ）　語句・語彙】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　多義語や類義語・対義語，同音異義語をあげようとしている。
	記述の確認
	☆　国語辞典を引きながら，多義語や類義語・対義語，同音異義語を書き出させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　一つで多くの意味を持つ語句（多義語）や別の語でありながら表す意味が似た語（類義語），意味のうえで互いに反対の関係にある語（対義語），音が同一であって意味の異なる語（同音異義語）について理解している。
	記述の確認
	☆　多義語や類義語・対義語，同音異義語の定義を書き出させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	表現力２

	単元のねらい
	わかりやすく述べる

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう③」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう③
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　表現に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　表現に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P116）


	単元名
	理解力１

	単元のねらい
	的確に読み解く

	


	教材名
	配当時間
	「走れメロス」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	走れメロス
	4
読む4
	・登場人物の生き方や考え方について，自分の考えや意見をもつ。

【Ｃエ　自分の考えの形成】

	言語活動
	詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　小説に描かれた人物のものの見方や考え方について，自分なりの考えをもとに感想を交流して，考えを深めようとしている。
	記述の確認
	○　作品を踏まえ，批判(非難)，共感，共鳴など，自分と比べながら捉えている。

☆　小説の場面の移り変わりを確かめさせ，その中で人物の心情がどのように描かれているかを考えさせる。

	読む能力
	１　小説の中のそれぞれの場面の登場人物の言動や心情などについて，描写の効果なども考えながら読み取っている。
	記述の分析
	○　描写について，例えば天候に目を向けるなどの視点を設定して考察している。
☆　どこかの場面を選ばせて，その場面での行動から人物の気持ちが変化しているかいないかを考えさせる。

	
	２　登場人物のそれぞれのものの見方や考え方について，自分の考えと比べながら，共感できることや疑問をもったことをまとめながら読んでいる。
	行動の観察
	○　王，メロス，セリヌンティウスのそれぞれの見方や考え方について，自分の考えと比べ，共感したり，疑問をもったりしている。

☆　登場人物の心情が表れているといえる言葉を指摘させ，なぜその言葉が心情を表しているといえるのかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　人物の心情や行動を表すために作者がどのような言葉や表現を用いているかなどの，表現上の効果を考えながら小説を読んでいる。

【言（イ）　語句・語彙】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の確認
	○　心情，行動やしぐさ，表情，会話などの表現を押さえ，メロスと王との違いを表にして対照的にとらえている。

☆　わかりにくい表現や単語を確かめさせ，前後の表現から文脈上の意味を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	21　登場人物の言の意味を考えるには

24　調べたことをもとに理解を深めるには

	『学びを広げる』との関連
	・あさのあつこ「夏を見上げて。」（P42）


	単元名
	理解力１

	単元のねらい
	的確に読み解く

	


	教材名
	配当時間
	「日本人はアリスの同類だった」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	日本人はアリスの同類だった
	4
読む4
	・自分のものの見方や考え方と比べながら読む。

【Ｃエ　自分の考えの形成】

	言語活動
	説明や評論などの文章を読み，内容や表現の仕方について自分の考えを述べることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　筆者の「語り絵」についてのものの見方や考え方と自分の考え方とを比べ，話し合ったり考えたりすることを通して，自分の考えを広げようとしている。
	記述の分析
	○　筆者のものの見方や考え方と自分の考え方とを比べ，話し合ったり考えたりすることを通して，自分の考えを広げようとしている。

☆　P91の三枚の絵や写真について，それぞれにどのような違いがあるかを考えさせる。

	読む能力
	１　筆者が捉えているマンガとアニメという言葉の定義や，「鳥獣人物戯画」と「現代のマンガ」，「絵」と「言葉」という二つの言葉の関係を確かめながら，内容を読み取っている。
	記述の確認
	○　マンガ（とアニメ）の定義をふまえ，「鳥獣人物戯画」と「現代のマンガ」の共通点・相違点を，｢語り絵｣の概念を軸に，「絵」と「ことば」という二つの関係を確かめながら，内容を読み取っている。
☆日本のマンガやアニメについての定義（P87L14～）について，それが鳥獣戯画や浮世絵・絵巻物などに当てはまるかどうかを考えさせる。

	
	２　「私たち日本人は～，昔からアリスの同類だったらしいのです。」（P91L7）という筆者のものの見方や考え方について話し合ったことをもとに，共感することや疑問に思ったことについて，自分の考えをまとめている。
	記述の確認

行動の観察
	○　日本人〈自分〉が，アリスと同類なのかどうかについて，話し合ったことをもとに，共感することや疑問に思ったことについて，自分の考えをまとめている。
☆　「絵も会話もない本」が具体的にどのような本をさしているのか，具体的な書物を探させて，考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　文中の「語り絵」という言葉の意味を，筆者がかぎかっことやまかっことを使い分けていることも含めて考えている。

【言（エ）　単語，文及び文章】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　文中の「語り絵」という言葉の意味を，筆者なりの定義を含めこんで〈〉を用いて説明するなど，筆者が，「」や〈〉を使い分けて効果的に説明していることも含めて考えている。

☆　筆者の定義している「語り絵」という言葉の意味をP88L5からP89L13を中心に「語り絵」ということばを説明している部分を本文中より探し線を引かせ，線を引かせた部分を参考に「語り絵」という言葉がどのような意味でつかわれているかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	16　構成や展開について考えをまとめるには

	『学びを広げる』との関連
	・池田晶子「友愛」（P68）

・情報の比較（P83）


	単元名
	理解力１

	単元のねらい
	的確に読み解く

	


	教材名
	配当時間
	「熟語の構成と意味」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	熟語の構成と意味
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（イ）　語句・語彙】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　熟語の組み立てを考えて型に分類しようとしている。
	行動の観察

記述の分析
	☆　例示の熟語を構成する漢字の意味を漢字辞典で調べさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　熟語の組み立てには型があることを理解している。
	記述の確認
	☆　熟語を構成する漢字の意味を明らかにして相互の関係を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	理解力１

	単元のねらい
	的確に読み解く

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう④」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう④
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　産業・経済に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　産業・経済に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P116）


	単元名
	理解力２

	単元のねらい
	判断して説明する

	


	教材名
	配当時間
	「短歌の世界」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	短歌の世界
	4
読む4
	・語句の意味や用い方に注意して，作品世界を味わう。
【Ｃア　語句の意味の理解】

	言語活動
	詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　一首を選んで鑑賞文を書くことをとおして，短詩形のよさや特徴などについて考えを深めようとしている。
	記述の確認
	○　書く意欲をもって，段落構成に則って書こうとしている。

☆　歌に描かれた情景や心情を，自らの体験と関連付けて考えさせる。

	読む能力
	１　それぞれの短歌の内容や表現の特徴について，「短歌を味わうために」（P100）を参考に，自分の考えをまとめている。
	記述の点検
	○　指導者のスピーチで，短歌の基礎知識について指導上の留意点にある項目が聞き取れている。

○　漢字表記がわからず「ひらがな」で書いたところは，調べて漢字表記できる。

☆　短歌を一首選ばせてその内容について共感できることや疑問に思うことを明確にさせ，そこからその歌の内容について考えをまとめさせる。

	
	２　短歌にこめられている情景や心情，それを表現している語句の意味や方法について，感想をまとめ交流している。
	行動の観察
	○　参加する喜びや表現する満足感が得られている。

○　言葉を交わす一時を楽しむことができる

☆　「短歌を味わうために」（P100）のどれかの項目を選んで，同じ項目があてはまる短歌をP98・99から探させて，なぜそういえるのかを確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　意味の切れ目や調子に注意して，短歌を朗読している。

【言（イ）　語感と語彙】

【漢（ア）　漢字の読み】
	行動の観察
	○　意味の切れめや調子，表記に注意しながら音読や視写，暗誦に取り組んでいる。

☆　読みの速さ・強弱・間などを変えることによる，印象や伝わり方の違いがあることを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	19　表現を確かめながら読むには

23　知識や体験をいかして読み深めるには

	『学びを広げる』との関連
	・歳時記（P16）


	単元名
	理解力２

	単元のねらい
	判断して説明する

	


	教材名
	配当時間
	「見られる側の言い分」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	見られる側の言い分
	2
書く2
	・発想や表現のおもしろさについて感想を交流する。

【Ｂウ　記述】

【Ｂオ　交流】

	言語活動
	多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　題材に応じて表現を工夫した文章を書き，それを読み合うことをとおして，自分の考えを広げようとしている。
	記述の分析
	○　読み手にとっておもしろいと思われる発想や表現の工夫をしている。

☆　他の学習者の作品の中で最もおもしろいと思ったものについて，作品の続きを考えさせる。

	書く能力
	１　「見られる側」の意見や心情が伝わるように，ふさわしい話題を選んだり描写や表現を工夫したりしている。
	記述の確認
	○　ふさわしい話題をいくつも見つけ，表現を工夫して書いている。

☆　選んだ題材について，思いつく特徴をできるだけ多く書き出させる。

	
	２　書いた作品を読み合い，発想のおもしろさ，描写や表現の工夫の仕方に着目して意見を述べている。
	記述の確認

行動の観察
	○　自身の作品の中で表現を工夫するとともに，他の作品のよい点を認め，よりよくするためのアドバイスをしている。

☆　他の学習者の作品の中からおもしろいと思ったものをあげさせて，どこがおもしろかったか考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　話し言葉の特徴を意識し，題材に応じて共通語と方言を使い分けるなど，言葉の使い方を工夫している。

【言（ア）　言葉の働きや特徴，言葉遣い】
	記述の点検
	○　選んだ題材にふさわしい言葉の使い方を工夫しようとしている。

☆　「わし」「わて」「ぼく」などの自称語を用いて書かせ，どれがふさわしいかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	10　描写を工夫して書くには

	『学びを広げる』との関連
	・考えのメモ（P85）

・評価の視点（P99）


	単元名
	理解力２

	単元のねらい
	判断して説明する

	


	教材名
	配当時間
	「助詞・助動詞のはたらき」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	助詞・助動詞のはたらき
	2
言葉の特徴やきまり2
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（ウ）　単語，文及び文章】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　自立語の後にさまざまな助詞・助動詞を付けて多くの文を作ろうとしている。
	記述の確認
	☆　基本となる文をあげ，助詞・助動詞を入れかえたり，つけ加えたりして新しい文を作らせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　助詞・助動詞が自立語の後についてさまざまな意味を表すことを理解している。
	発言の確認
	☆　基本となる文から，助詞・助動詞を入れかえたり，つけ加えたりしてできる新しい文の意味を説明させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	理解力２

	単元のねらい
	判断して説明する

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑤」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑤
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　産業・経済，人と人との関係などに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　産業・経済，人と人との関係などに関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P116）


	単元名
	伝え合う力

	単元のねらい
	ともにわかり合う

	


	教材名
	配当時間
	「パネルディスカッションをしよう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	パネルディスカッションをしよう
	5
話す・聞く5
	・異なる立場や考えの人にもわかるように，自分の考えをまとめる。

・相手の立場や考えを尊重し，目的にそって話し合う。

【Ａイ　話すこと】

【Ａオ　話し合うこと】

	言語活動
	社会生活の中の話題について，司会や提案者などを立てて討論を行うことをとおした指導。【Ａ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　目的にそって話し合うことをとおして，さまざまな立場や視点にふれたり，それらと自分の考えとを比べたりしようとしている。
	記述の分析
	○　日常生活の中で，考えを深めたり確かなものにしたりするためにパネルディスカッションをしようとしている。

☆　話し合いをとおして自分の意見や考えが変わったか変わらなかったかを確かめさせ，それがなぜかを考えさせる。

	話す・聞く能力
	１　自分の立場を支える資料を集め，異なる立場からの反論や意見などを予想しながら，述べ方や構成を考えている。
	記述の確認
	○　異なる立場の人が自分の意見を聞いたときの「思い」も予想して考えを述べている。

☆　自分とは異なる立場から考えたとき，どのような意見があり得るか，具体例をあげて考えさせる。

	
	２　主張や意見，根拠や理由などを考えるための話し合いをとおして，互いの発言の内容を検討し，自分の考えを広げている。
	行動の観察

記述の確認
	○　友達の意見から手がかりを得て，根拠を確認しながら新たな自分の考えをまとめている。
☆　他の学習者の発言から，根拠や理由にあたる内容を確かめさせて，自分たちの立場にとってそれが必要かどうか，妥当かどうかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　話し合いの中で，考えを伝えるのにふさわしい語句の用い方，言葉遣いがどのようなものかを理解している。
【言（ア）　言葉の働きや特徴，言葉遣い】

【言（イ）　語句・語彙】
	記述の点検
	○　話し合いの中では，どのような表現がなぜ効果的であるかについても説明できている。

☆　他の学習者の発言の中から，考えが理解しやすかったものをあげさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ａ　話すこと・聞くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	２　聞き手の立場を考え話すには

６　目的にそって話し合うには

	『学びを広げる』との関連
	・情報の比較（P83）

・説明の焦点化（P93）


	単元名
	伝え合う力

	単元のねらい
	ともにわかり合う

	


	教材名
	配当時間
	「小さな手袋」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	小さな手袋
	4
読む4
	・文体や描写に気をつけて読み，その表現効果について考える。

【Ｃエ　自分の考えの形成】

	言語活動
	詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　視点を変えて物語を書き換えるなどして，物語の構成や展開，描写や表現の効果などについて考えようとしている。
	記述の分析
	○　「おばあさん」がどんな思いでクリスマス前後の日を過ごしていたかを，表現を工夫し，作品の温かい雰囲気を変えないように書いている。

☆　この作品を「おばあさん」を視点にした物語として考えると，『小さな手袋』にはどのような思いがこめられているかを考えさせる。

	読む能力
	１　作品のそれぞれの場面で，「私」の「シホ」に対する気持ちがどのように描かれているかを考えながら，内容を読み取っている。
	記述の確認
	○　年齢や人物関係等の設定をふまえて読み取っている。

☆　「シホ」の行動を「私」がどのように見ていたかを，場面を選んで考えさせる。

	
	２　作者がなぜ「私」を視点にこの物語を書いたのかということについて，表現の効果も含めて考えている。
	記述の点検
	○　第1・２時で学習したことや「一般的な父親の娘に対する思い」もふまえて考えている。

☆　「シホ」の気持ちが描かれている部分について，「シホ」ならどのような言葉で表現するかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　作品の中の登場人物が，それぞれ他の人物からどのような人物として描かれているかを，表現に基づいて整理している。

【言（オ）　表現の技法】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　全ての登場人物は語り手の目をとおして描かれていることをふまえて整理している。

☆　作品の前半と後半とで，「シホ」から見た「おばあさん」がどのような人物として描かれているかを比べさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	20　描写の効果を考えるには

	『学びを広げる』との関連
	・安岡章太郎「幸福」（P36）


	単元名
	伝え合う力

	単元のねらい
	ともにわかり合う


	


	教材名
	配当時間
	「話し言葉と書き言葉」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	話し言葉と書き言葉
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（ア）　言葉の働きや特徴，言葉遣い】

【言（オ）　単語，文及び文章】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　実際に発話して話し言葉に現れる特徴を見つけようとしている。
	行動の観察
	☆　話し言葉を書き言葉に書きかえさせたり，実際に発話してイントネーションやプロミネンスについて確認させたりする

	言語についての
知識・理解・技能
	１　話し言葉と書き言葉では語彙や表現，伝達の仕方などで違いがあることをおおむね理解している。
	発言の確認

記述の確認
	☆　話し言葉と書き言葉の語彙や表現を比較させたり，イントネーションやプロミネンスを変えた文の意味を比べさせたりする。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	伝え合う力

	単元のねらい
	ともにわかり合う

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑥」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑥
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　話し合いや日常生活に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　話し合いや日常生活に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P116）


	単元名
	思考力１

	単元のねらい
	論理的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「事典をつくろう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	事典をつくろう
	4
書く4
	・課題にそって材料を整え，観点を決めて自分の考えをまとめる

・具体的で効果的な説明の仕方を考え，描写を工夫する。

【Ｂア　課題設定と取材】

【Ｂウ　記述】

	言語活動
	多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　描写の仕方を工夫して書くことをとおして，読み手に事実や事柄を効果的に伝えようとしている。
	記述の分析
	○　描写の仕方などの工夫について，他のグループの事典のよさや改善点に気づき，自分の解説文のよさや改善点を指摘している。
☆　他のグループの事典の中から，わかりやすいと思う事典や項目をあげさせる。

	書く能力
	１　書く内容にそって，説明の仕方を考えて材料を集めたり，整理したりしている。
	記述の確認
	○　選んだ題材に即して，さまざまな観点を設定し，多様な材料を集めている。
☆　材料について，「材料を集める観点の例」（P133）を参考に，書く内容を整理させる。

	
	２　わかりやすい説明や具体例を加えたり，例をあげて具体的に説明したりするなど，描写を工夫しながら書いている。
	記述の確認
	○　集めた材料を効果的に用いて，伝えたいことがわかりやすくなるよう表現を工夫している。
☆　P134の例や，辞書や事典を参照させて，描写の仕方を振り返らせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　微妙なニュアンスを伝えるために助詞や助動詞が果たしている役割について，理解している。

【言（エ）　単語，文及び文章】
	記述の点検
	○　読み手にわかりやすいように，助詞や助動詞の使い方に注意して，文章の表現を工夫している。

☆　文章の助詞や助動詞を変えて，ニュアンスの違いを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	７　書く材料を探すには

	『学びを広げる』との関連
	・説明の焦点化（P93）

・池上彰「『話の地図』を相手に示そう」（P62）


	単元名
	思考力１

	単元のねらい
	論理的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「『循環型社会』とは何か」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	｢循環型社会｣とは何か
	4
読む4
	・文中に用いられている言葉を正しく理解し，筆者の論の進め方に注意しながら読む。

【Ｃア　語句の意味の理解】

【Ｃウ　自分の考えの形成】

	言語活動
	新聞やインターネット，学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比較することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ウ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　文中に用いられている語句の意味を理解したうえで，述べられている意見について考えを広げようとしている。
	記述の分析
	○　学校や家庭で意識して実践していることを例に挙げて，「循環型社会」に対する自分の考えと筆者の考えを比較しながら，自分の意見を述べている。
☆　「循環型社会」「環境」「資源」がもつ語句の意味とその具体例について確認し，それぞれについて書かれている箇所を確かめさせ，その関連を考えさせる。

	読む能力
	１　問題提起の文に着目し，それに対する論の展開を捉え，そこから筆者の主張を読み取っている。
	記述の確認
	○　問題提起と論の展開から筆者の主張を捉え，それについての自分の考えをもっている。
☆　問題提起の後の段落の関連を整理させ，文章全体がどよのうな構成になっているかを考えさせる。

	
	２　筆者の「論の進め方」と「具体例の取りあげ方」に着目し，そのような書き方をした目的や意図について自分の考えをもっている。
	行動の観察
	○　書かれている内容を取り上げたり，前後の段落の関係に触れたりしながら自分の考えを発表している。また，他者の発言にも注目し，自分の意見に反映させている。
☆　段落のつながりや文末表現に着目させ，そこから問いと答えの構造に気づかせるとともに，具体例がある場合とない場合とでどのような違いがあるかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　意見を論理的に伝えるために，どのような文章の構成の工夫がされているかを理解して，内容を読み取っている。
【言（ウ）　単語，文及び文章】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の確認
	○　重要語句をすべて含め，意味をわかりやすく書いている。また，具体例について，良い面・課題とその解決の方向についても書いている。
☆　意見に説得力をもたせるためには何が必要かを，内容のまとまりをとらえさせながら考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	13　抽象的な語句の意味を確かめるには

15　例示の効果を読み取るには

	『学びを広げる』との関連
	・池上彰「『話の地図』を相手に示そう」（P62）

・説明の焦点化（P93）


	単元名
	思考力１

	単元のねらい
	論理的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「敬語の意味と種類」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	敬語の意味と種類
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（ア）　言葉の働きや特徴，言葉遣い】

【言（オ）　単語，文及び文章】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　敬語を正しく使おうとしている。
	記述の分析
	☆　常体の文を敬体に直させたり，敬語の誤りを指摘させたりする。

	言語についての

知識・理解・技能
	１　丁寧語，尊敬語，謙譲語の違いをおおむね理解している。
	行動の観察

記述の確認
	☆　敬語を使った例文で，誰から誰への敬意を表しているかについて考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	思考力１

	単元のねらい
	論理的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑦」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑦
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　考えることや科学に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　考えることや科学に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P116）


	単元名
	思考力２

	単元のねらい
	多角的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「蒼いみち」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	蒼いみち
	4
読む4
	・描写の工夫や効果を考え，登場人物の心情の変化を読み取る。
【Ｃイ　文章の解釈】

	言語活動
	詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　登場人物の特徴を表している表現の効果について，考えたり感じたりしたことを交流して深めようとしている。
	記述の分析
	○　登場人物全てにおいて，過不足なく表現を抜き出すとともに，その工夫や効果についても記述しようとしている。

☆　登場人物の特徴を表した表現の具体例をあげさせ，それぞれの表現の効果について考えさせる。

	読む能力
	１　この作品が「私」の視点で描かれていることから全体の構成や展開にどのような効果をあげているかを考えながら，物語を読んでいる。
	記述の確認
	○　描写から「私」の捉えた登場人物像を，もれなくまとめている。

☆　「私」と「フユちゃん」の関係の変化を，場面の展開にそって考えさせる。

	
	２　最後の場面での「私」の思いを，「納得した」内容を中心に考えたことを交流している。
	記述の確認
	○　「私」の思いを，具体的な言葉で端的に表している。

☆　小学校の頃の回想（第一のまとまり）を再度読み返すように助言するとともに，「やっぱり」という言葉に着目させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　人物や情景を描くために用いられている言葉の使い方の工夫に着目して，物語を読んでいる。

【言（イ）　語句・語彙】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の分析
	○　特徴だけでなく，お互いの関係にも着目して登場人物の紹介文を書いている。

☆　「墨汁のように暗くて」（P156L16）などの表現について，そうした描写からどんな心情が読み取れるか考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	22　表現の工夫について考えるには

	『学びを広げる』との関連
	・野坂昭如「凧になったお母さん」（P48）


	単元名
	思考力２

	単元のねらい
	多角的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「手紙文を書こう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	手紙文を書こう
	4
書く4
	・書いた文章を読み返し，言葉遣いや内容を見直す

【Ｂエ　推敲】

【Ｂオ　交流】

	言語活動
	社会生活に必要な手紙を書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例ウ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　書いた手紙を読み返したり，書く目的を考えて意見や助言をし合ったりすることをとおして推敲の必要性を理解し，文章を書くことにいかそうとしている。
	記述の分析
	○　アドバイスし合う活動の中で出た意見や助言を適切に取り入れ，さらに全体を見直したうえで手紙文を完成させようとしている。
☆　アドバイスし合う活動の中でどのような意見や助言があったかを振り返り，それが清書にどのようにいかされているかを確かめさせる。

	書く能力
	１　書く目的にふさわしい文章にするために，語句や文の使い方や手紙の形式などに注意して，書いた手紙を読み返している。
	記述の確認
	○　語句や文の使い方，手紙の形式などだけでなく，より文意が伝わりやすくなるよう推敲している。
☆　「手紙・はがきの書き方」（P325）を参考にして，手紙の形式を確かめさせる。

	
	２　書いた手紙を互いに読み合い，文章の構成や材料の活用の仕方などについて意見を述べたり助言し合ったりしている。
	記述の確認

行動の観察
	○　語句や文の使い方，手紙の形式などだけでなく，より伝わりやすい文意になるように具体的なアドバイスをしている。
☆　とりあげている材料を選んだ理由について，書き手に確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　書く相手や目的にふさわしい言葉遣いや敬語を用いて書いている。

【言（ア）　言葉の働きや特徴，言葉遣い】
	記述の点検
	○　頭語と結語，時候の挨拶などの手紙の形式をふまえ，手紙の内容や想定する相手にふさわしい敬語を用いて書いている。

☆　手紙の例（P164～165）を参考に，ふさわしい言葉遣いを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	11　書いた文章を見直すには

	『学びを広げる』との関連
	・情報の比較（P83）

・場に応じたメッセージ（P97）


	単元名
	思考力２

	単元のねらい
	多角的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「文の成分の順序と照応」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	文の成分の順序と照応
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（ウ）　単語，文及び文章】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　文の意味の曖昧さや照応の不適切さについて考えようとしている。
	記述の確認
	☆　文の成分の関係を図などに表して考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　曖昧な文の意味がはっきりするように直したり，照応の不適切さを修正したりしている。
	行動の観察
	☆　文の成分の順序を入れかえたり，文の成分同士の関係を書き込ませたりする。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	思考力２

	単元のねらい
	多角的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑧」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑧
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　自然や身体・健康に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　自然や身体・健康に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P116）


	単元名
	想像力

	単元のねらい
	さまざまな見方・考え方を知る

	


	教材名
	配当時間
	「平家物語」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	平家物語
	4
読む4
	・描かれた場面を想像し，登場人物の生き方について考える。

【Ｃイ　文章の解釈】

【伝（ア）　作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界を楽しむ】

【伝（イ）　古典に表れたものの見方や考え方に蝕れ，登場人物や作者の思いなどを想像する】

	言語活動例
	詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　「冒頭」と「敦盛の最期」で描かれているものの見方・考え方に共通するものは何かを捉え，それについての自分なりの考えをまとめようとしている。
	記述の確認
	○　積極的に意見交換をし，他者の意見や自分の意見についてノートなどに記述して，加除・訂正を行おうとしている。

☆　現代語訳や平家物語について解説した文章を参考に，なぜ熊谷次郎直実が「出家」という思いに至ったのかを考えさせる。

	読む能力
	１　場面の展開や登場人物などの描写に注意しながら作品を読んで，内容を理解している。
	記述の分析
	○　直実が，武士としての功績をあげようと野心をもち焦る心を，後文と関連づけて書いている。

☆　場面ごとに，敦盛や熊谷次郎直実の行動や心情を表す言葉を確かめさせる。

	
	２　作品に描かれた人物のものの見方や考え方について，時代背景や状況なども考えながら想像して，交流を通して確かめている。
	行動の観察
	○　P175L1「あつぱれ～まつらばや。」の部分から，助けたいと思う理由を二つ考え，重みづけをしてノートに書き，発表している

☆　敦盛に対して，熊谷次郎直実はどのような気持ちで言葉をかけたかを自分の立場に置きかえて考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　文体の特徴に注意して，登場人物の心情や作者の思いを想像しながら，作品を音読している。

【伝（ア）　作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界を楽しむこと】

【漢（ア）　漢字の読み】
	行動の観察
	○　「平家物語」について興味をもち，歴史的背景等について知っていることを発表している。

☆　意味の切れめや語調に注意して繰り返し音読させるなどして，作品に特有のリズムに慣れさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」および〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	21　登場人物の言動の意味を考えるには

	『学びを広げる』との関連
	・平家物語紀行（P8）


	単元名
	想像力

	単元のねらい
	さまざまな見方・考え方を知る

	


	教材名
	配当時間
	「詩二編」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	詩二編（大阿蘇・わたしを束ねないで）
	2
読む2
	・構成や展開，描写の特徴を読み取る。

【Ｃウ　自分の考えの形成】

	言語活動
	詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　詩の構成や展開，表現の仕方について気づいたことを具体的にあげながら感想を発表し合い，考えを深めようとしている。
	記述の分析
	○　作者の思いと自分の生き方とを重ね合わせ，自分の生き方を見つめ直すなどして，学習したことを今後にいかそうとしている。

☆　詩の構成や展開，表現の仕方について自分が最も注目した点について，それがどのようなものなのか，なぜ注目したのかを考えさせる。

	読む能力
	１　詩の構成や展開，表現の仕方にどのような工夫があるかを，具体的な表現に基づいて考えながら，内容を捉えている。
	記述の確認
	○　共通点と相違点を明確に書き出している。（反復・対句・比喩）

☆　二編の詩を比べて，それぞれにどのような違いや特徴があるかを確かめさせる。

	
	２　互いに朗読を聞き合い，詩の構成や展開，表現の仕方をどう捉えて朗読にいかそうとしたかを確かめ合っている。
	記述の分析
	○　「大阿蘇」は連続性，「わたしを束ねないで」は強弱が，それぞれはっきりと表現されている。

☆　自分の朗読用ワークシートと他の学習者のものとを比べさせ，その違いを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　詩の中で使われている語句の意味を吟味したり，語句の使われ方の微妙な違いを意識したりしながら読んでいる。

【言（イ）　表現の技法】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　表現の効果を明確に書いている。（継続性・普遍性・強調など）

☆　「繰り返し」や「言いかえ」などの用例をあげ，語感の違いについて考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	23　知識や体験をいかして読み深めるには

	『学びを広げる』との関連
	・詩の音読・暗唱（P32）


	単元名
	想像力

	単元のねらい
	さまざまな見方・考え方を知る

	


	教材名
	配当時間
	「物語をつくろう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	物語をつくろう
	4
書く4
	・伝えたいことが明確になるように表現を工夫する。

・文章の構成，表現の仕方について意見を交流する。

【Ｂイ　構成】

【Ｂオ　交流】

	言語活動
	表現の仕方を工夫して，詩歌をつくったり物語などを書いたりすることをとおした指導。【Ｂ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　物語を書いて，読み合ったり感想を交流したりすることをとおして，文章の構成や表現の仕方を工夫しようとしている。
	記述の分析
	○　内容・構成・表現・表記などに評価の観点を区切って，ノートにまとめている。

☆　交流をとおして気づいたことをもとに自分の書いた作品を読み返し，まとまりのある文章を書くためにはどのようなことに気をつけたらよいかを考えさせる。

	書く能力
	１　選んだ絵から考えたことをもとに，場面や登場人物を設定し，物語の展開を考えている。
	記述の確認
	○　心を引きつける題名になっている（興味を引く題名になっている）。

☆　選んだ絵（P187）から物語の「題」を考えさせ，その「題」をつけた理由をあげさせる。

	
	２　文章の構成や表現の仕方などで工夫が見られた点やよかったところなどについて，意見を述べ合っている。
	記述の確認

行動の観察
	○　友達のよい点を参考にして，自分の作品を修正・深化させるための項目立てをしている。

☆　他の学習者の作品を読んでよかったところや気に入った記述をあげさせて，その理由を考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　想定した読み手に物語の内容が伝わるように，文章の形態や表現を工夫している。

【言（オ）　単語，文及び文章】
	記述の点検
	○　推敲の時間を確保し，伝える級友を意識してしっかり推敲している。

☆　「文章の構成と表現の例」（P189）などを参考に，物語の書きだしを複数のパターンを示して，その中のどれを使うかを選ばせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	12　文章の工夫について交流するには

	『学びを広げる』との関連
	・考えのメモ（P85）

・評価の視点（P99）


	単元名
	想像力

	単元のねらい
	さまざまな見方・考え方を知る

	


	教材名
	配当時間
	「方言と共通語」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	方言と共通語
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（ア）　言葉の働きや特徴，言葉遣い】

【言（オ）　単語，文及び文章】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　自分自身や身の回りの人からその地域の方言の言葉を探そうとしている。
	記述の分析
	☆　共通語の言葉をこの地域ではどう言うかについて考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　方言と共通語の違いやそれぞれのはたらきについておおむね理解している。
	発言の確認
	☆　方言と共通語の語彙やアクセントの違い，それぞれが使われる場面を表にまとめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	想像力

	単元のねらい
	さまざまな見方・考え方を知る

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑨」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑨
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　比喩やつながりに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　比喩やつながりに関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P116）


	単元名
	言語感覚

	単元のねらい
	言葉の感覚を磨く

	


	教材名
	配当時間
	「日本語メガネのかけ替え」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	日本語メガネのかけ替え
	3
読む3
	・ものの見方や捉え方の違いについて考えながら読む。

【Ｃオ　読書と情報活用】

	言語活動
	新聞やインターネット，学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比較することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ウ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　文中の「メガネ」が，なぜかぎかっこをつけて書かれたのかということを中心に，筆者のものの見方や考え方についての意見を交流しようとしている。
	記述の分析
	○　自分の生活と重ねて，具体的な例や体験を引きながら，意見を述べようとしている。

☆　「メガネ」という言葉がここではどのような意味で使われているのか，別の言葉で言いかえられないかを考えさせる。

	読む能力
	１　例示された事柄についての筆者のものの見方や捉え方が表れている言葉について，それぞれがどのような意図で書かれたのかを考えながら文章を読んでいる。
	記述の確認
	○　女性と男性が使う言葉の使い分けの助詞における例について，日本語の特徴という点からふれている。

☆　「詩の翻訳」の例を，表を用いて英語と日本語のそれぞれの特徴に分けさせながら考えさせる。

	
	２　筆者が二つの「メガネ」を使えるようになる前と後で，ものの見方や考え方がどのように変化したと考えているか，交流を通して確かめている。
	記述の確認

行動の観察
	○　筆者があげている例以外に，日本語と英語の違いについての例を示している。

☆　他の例示について，筆者のものの見方や捉え方に関わる言葉を表でまとめ，それがどのような違いを表しているのかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　日本語の一人称のそれぞれがどのような使われ方をしているのかを確かめて，言葉の語感について考えている。

【言（ア）　言葉の働きや特徴，言葉遣い】

【漢（ア）　漢字の読み】
	発言の確認
	○　語感の違いを，具体的な会話の場面や文脈を具体的に指摘して，説明している。

☆　実際に使われる場面や使い手を具体て的に考えさせ，声に出して違いを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	17　知識や体験と関連づけて読むには

18　さまざまな方法で情報を集めるには

	『学びを広げる』との関連
	・船戸政一「武器なき『出陣』」（p58）

・情報の比較（p83）


	単元名
	言語感覚

	単元のねらい
	言葉の感覚を磨く

	


	教材名
	配当時間
	「論理を追って聞こう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	論理を追って聞こう
	3
話す・聞く3
	・論理の展開に気をつけて聞き合い，自分の考えを深める。

【Ａエ　聞くこと】

	言語活動
	調べてわかったことや考えたことなどに基づいて説明や発表をしたり，それらを聞いて意見を述べたりすること。【Ａ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　話をまとまりとして聞いて，その内容について比べながら，自分の考えを広げようとしている。
	記述の分析
	○　自分の考えを広げ，友達に共感したことや違う意見をもったことをわかりやすく伝えるスピーチ原稿を書こうとしている。

☆　話の内容と自分の考えとを比べて，「何が」「なぜ」「どのように」違っているのかを確かめさせる。

	話す・聞く能力
	１　他の学習者の話を聞いて，話の要点とそれがどのような事実に基づいているかを捉えている。
	記述の確認
	○　要点を漏らさないだけでなく，見てわかりやすいようにメモを整理している。

☆　スピーチ原稿（P205）の各段落のはじめの言葉を手がかりに，話の組み立てを確かめさせる。

	
	２　話の論理的な構成や展開に注意して聞いて，自分の考えと比べて賛成か反対か，納得できるかどうかなどの判断をしている。
	記述の確認
	○　納得できたこと，納得できなかったり疑問に思ったりしたこと，などを整理することができる。

☆　話し手が主張するもとになっている根拠や理由を，内容のまとまりごとに確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　伝わりやすく聞き取りやすい話に必要な語順や語の照応に注意して，話したり聞いたりしている。

【言（ウ）　単語，文及び文章】
	行動の観察
	○　的確にメモを取っている。

☆　わかりやすかったものとわかりにくかったものとを比べさせて，その違いがどこにあるかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ａ　話すこと・聞くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	３　中心をはっきりさせて話すには

５　話の要点を聞き取るには

	『学びを広げる』との関連
	・考えのメモ（P85）

・評価の視点（P99）


	単元名
	言語感覚

	単元のねらい
	言葉の感覚を磨く

	


	教材名
	配当時間
	「この人を語る」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	この人を語る
	4
書く4
	・相手に効果的に伝わるように，構成や表現を工夫して書く。

・わかりやすい文章になるよう，語句や文，文章の構成を見直す。

【Ｂウ　記述】

【Ｂエ　推敲】

	言語活動
	多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　書く目的を明確にして読み手に効果的に内容が伝わるように，文章の構成や表現を工夫しようとしている。
	記述の分析
	○　パンフレットを読み返して，よかった点とその理由，不十分な点とそれを改善する工夫などを書こうとしている。

☆　推敲の前後の文章を読み比べて，文章がどのように変わったかを確かめさせる。

	書く能力
	１　伝えたい事柄や事実が効果的に伝わるように，具体例の示し方や，説明・描写の仕方を工夫して書いている。
	記述の確認
	○　具体的なエピソード，人物の言葉（発言）以外に，その人物にまつわるデータや関連する他の人物の紹介等を工夫して書いている。

☆　集めた資料の中から，伝えたい事柄を紹介の仕方の「例１・２」（P212）を参考に，どのように書けばよいかを考えさせる。

	
	２　伝えたい内容にふさわしい説明や描写になっているか，それぞれの記事のつながりが適切かなどの視点から文章を整えている。
	記述の確認
	○　紹介する人物の魅力が伝わるパンフレットになるよう推敲している。

☆　伝えたい事柄の中心になる内容（P209の「みんなに紹介したいところ」）が，文章の中でどのように書かれているかを確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　書く目的にそって，文章の形態や展開にふさわしいものとなるように（考えながら），資料を用いて書いている。

【言（オ）　単語，文及び文章】
	記述の点検
	○　「ひきつける部分」や「まとめる部分」で単なる引用でなく自分なりの工夫をしている。

☆　「生徒作品の例」（P213）を参考に，資料をどのように用いればよいかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	８　伝えたいことを明確にするには

11　書いた文章を見直すには

	『学びを広げる』との関連
	・説明の焦点化（P93）

・材料をまとめる編集（P95）

・評価の視点（P99）


	単元名
	言語感覚

	単元のねらい
	言葉の感覚を磨く

	


	教材名
	配当時間
	「さまざまな熟語の読み」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	さまざまな熟語の読み
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（イ）　語句・語彙】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　特別な読み方をする熟語の読み方について考えようとしている。
	記述の分析
	☆　漢字辞典で読み方を調べたり，国語辞典で漢字表記を調べたりさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　特別な読み方をする熟語についてそのしくみをおおむね理解している。
	記述の確認
	☆　熟語の読み方と意味とを調べて書き出させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	言語感覚

	単元のねらい
	言葉の感覚を磨く

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑩」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑩
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　特別な読みに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　特別な読みに関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P116）


■『学びを広げる』
	「本編」との関連
	・内海隆一郎「小さな手袋」　（「伝え合う力」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「幸福」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	幸福
	4
読む4
	・文体や描写に気をつけて読み，その表現効果について考える。

【Ｃエ　自分の考えの形成】

	言語活動
	詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　視点を変えて物語を書き換えるなどして，物語の構成や展開，描写や表現の効果などについて考えようとしている。
	記述の分析
	○　「駅員」の描写からその日常を想像し，どんな思いでお釣りを受け取ったか，表現を工夫して書こうとしている。

☆　この作品の題名である「幸福」とは誰にとってのものかを考えさせる。

	読む能力
	１　作品のそれぞれの場面で，「ぼく」の気持ちがどのように描かれているかを考えながら，内容を読み取っている。
	記述の確認
	○　前時に学習した時代背景や人物像をふまえて「ぼく」の気持ちを読み取っている。

☆　「ぼく」の心情に関わる描写を指摘させる。

	
	２　「ぼく」の視点から書いたこの物語の構成や表現の効果について考えている。
	記述の点検
	○　40代半ばの大人の気持ちを想像して考えている。

☆　「ぼく」の気持ちが描かれている部分について，「少年」と三人称にして書き換えるならどのような言葉で表現するかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　作品の中の登場人物が，それぞれ「ぼく」から見てどのような人物として描かれているかを，表現に基づいて整理している。

【言（オ）　表現の技法】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　簡単な時代考証をふまえて人物について整理している。

☆　駅員や母，叔父など「ぼく」以外の登場人物に関する描写をあげさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・太宰治「走れメロス」　（「理解力１」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「夏を見上げて。」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	夏を見上げて。
	4
読む4
	・登場人物の生き方や考え方について，自分の考えや意見をもつ。

【Ｃエ　自分の考えの形成】

	言語活動
	詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　小説に描かれた人物のものの見方や考え方について，自分なりの考えをもとに感想を交流して，考えを深めようとしている。
	記述の確認
	○　主人公の心情が効果的に描かれている部分についての感想を交流し，登場人物のものの見方や考え方について，自分自身の考え方を深めている。
☆　小説の場面の移り変わりを確かめさせ，その中で人物の心情がどのように描かれているかを考えさせる。

	読む能力
	１　小説の中のそれぞれの場面の登場人物の言動や心情などについて，描写の効果なども考えながら読み取っている。
	記述の分析
	○　それぞれの場面の主人公一の言動や心情を，描写の効果に着目してまとめている。捉えたことについて交流し，描写の効果について理解を深めている。

☆　どこかの場面を選ばせて，その場面での行動から人物の気持ちが変化しているかいないかを考えさせる。

	
	２　登場人物のそれぞれのものの見方や考え方について，自分の考えと比べながら，共感できることや疑問をもったことをまとめながら読んでいる。
	行動の観察
	○　登場人物のものの見方や考え方について，自分の考えと比べ，理由を明らかにして，共感できることや疑問をもったことを交流している。
☆　登場人物の心情が表れているといえる言葉を指摘させ，なぜその言葉が心情を表しているといえるのかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　人物の心情や行動を表すために作者がどのような言葉や表現を用いているかなどの，表現上の効果を考えながら小説を読んでいる。

【言（イ）　語句・語彙】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の確認
	○　登場人物の言動や心情を，作者がどのような言葉や表現を用いるかなど，表現上の効果に着目して,わかりやすくまとめている

☆　わかりにくい表現や単語を確かめさせ，前後の表現から文脈上の意味を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・小澤征良「蒼いみち」　（「思考力２」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「凧になったお母さん」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	凧になったお母さん
	4
読む4
	・描写の工夫や効果を考え，登場人物の心情の変化を読み取る。
【Ｃイ　文章の解釈】

	言語活動
	詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　描写の表現の効果について，考えたり感じたりしたことを交流して自分の考えを深めようとしている。
	記述の分析
	○　友達の意見ナイスメモ！に書いた気付きをもとにするなど，根拠を明らかにしながら，表現の効果について自分の考えをまとめている。

☆　情景の描写の中から印象に残った表現の具体例をあげさせ，それぞれの表現の効果について考えさせる。

	読む能力
	１　「お母さん」の行動や心情の描写がどのように展開しているかに注目して読んでいる。
	記述の確認
	○　母親の行動をまとめるとともに，母親が意識したこと（例：悲しいことを考えた，赤ん坊だった頃を思い出した）も併せてまとめている。

☆　全体の展開を場面ごとに分けて，内容を整理させる。

	
	２　人物の言葉や行動についての描写が物語全体にどのような効果をあげているかを考えながら読んでいる。
	記述の確認
	○　題名につながる母親の姿を，二つの視点から捉えて，適切にまとめた上で，自分の考えをまとめている。

☆　文章から擬音語や擬態，比喩などを外して読ませる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　人物や情景を描くために用いられている言葉の使い方の工夫に着目して，物語を読んでいる。

【言（イ）　語句・語彙】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の分析
	○　十五カ所以上抜き出し，それぞれ適切に表現の効果をまとめている。

☆　「まごまご」「ドンドンパチパチ」「追われる泥棒のように」などの表現について，そうした描写からどんな心情が読み取れるか考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・井上恭介「壁に残された伝言」　（「表現力２」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「卵の立つ話」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	卵の立つ話
	4
読む4
	・発見された事実と，それを取材した筆者の思いがどのように書かれているかを読み取る。

【Ｃイ　文章の解釈】

	言語活動
	説明や評論などの文章を読み，内容や表現の仕方について自分の考えを述べることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　「卵が立つ」という現象について文章と図とを用いて説明している筆者の意図について考え，自分なりのものの見方や考え方を広げようとしている。
	記述の分析
	○　筆者の伝えたかったことを理解し，その内容を自分の日常生活と結びつけて考えている。

☆　文章の結末で筆者が「学校で習う理科で～，いちばんいけないことである」と言っている理由を考えさせる。

	読む能力
	１　物体が倒れやすいか倒れにくいかという原理について，図なども参考にして読み取っている。
	記述の確認
	○　図のもつ効果を理解し，図と関連させながら物体にはたらく力を説明している。

☆　「第○図」という言葉を文中から探させる。

	
	２　卵が立つしくみについて文章の記述から読み取ったことをもとに，科学的にものを見たり考えたりするにはどのような立場や視点が求められるかを考えている。
	行動の観察
	○　卵の立つしくみを本文中から読み取り，解明に至るまでの論の展開と科学的思考の必要性を理解している。

☆　55ページの図における物体と黒い矢印，赤い矢印（Ｇを含めた）との関係を確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　科学的・論理的な「事実」の説明と筆者の「思い」とを書き分けるために，段落の構成の仕方や図の用い方などについて，筆者はどのように工夫しているかを理解している。

【言（ウ）　単語，文及び文章】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の確認
	○　なぜこの図が用いられているかを理解し，その効果について考えている。

☆　大きな意味のまとまり(五つの意味段落)ごとに小見出しをつけることで，具体的な事実の説明と筆者の思いが，どのような構成でまとめられているかを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・アーサー=ビナード「日本語メガネのかけ替え」　（「言語感覚」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「武器なき『出陣』」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	武器なき｢出陣｣
	3
読む3
	・ものの見方や捉え方の違いについて考えながら読む。

【Ｃオ　読書と情報活用】

	言語活動
	新聞やインターネット，学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比較することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ウ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　平田靱負のとった行動を「出陣」とした筆者の意図を捉え，そこに描かれた人々の生き方やものの見方について考えようとしている。
	記述の分析
	○　時代背景をふまえ，たとえいくさではなくとも，藩の存亡を賭けた工事であったことにふれている。

☆　「出陣」という言葉がここではどのような意味で使われているのか，別の言葉で言いかえられないかを考えさせる。

	読む能力
	１　歴史上の事実とそこに関わった人々の思いについて，どのように描かれているかを考えながら文章を読んでいる。
	記述の確認
	○　そうせざるを得なかったそれぞれの人々の置かれた状況等も含めて考えている。

☆　工事に関わった人々を，「薩摩藩」「幕府」「美濃の村人」に分けさせながら考えさせる。

	
	２　「千本松原」が語り継ぐ「平田靱負」たちのものの見方や考え方について，自分なりの考えをもって意見を交流している。
	記述の確認

行動の観察
	○　現代の社会での状況と重ねながら，意見をもっている。

☆　平田靱負が工事を引き受けた理由を確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　題名の「出陣」という言葉の意味を文中ではどのように言いかえているかを確かめて，言葉の語感について考えている。

【言（イ）　語句・語彙】

【漢（ア）　漢字の読み】
	発言の確認
	○　一般的な「出立」を指摘するだけではなく，「幕府による「薩摩征伐」」，「一戦を交える覚悟」等の表現と対比させて，「出陣」の語感や意味するところについて指摘している。

☆　実際に使われる場面や使い方を具体的に考えさせ，違いを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・片谷教孝「『循環型社会』とは何か」　（「思考力１」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「『話の地図』を相手に示そう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	｢話の地図｣』を相手に示そう
	4
読む4
	・文中に用いられている言葉を正しく理解し，筆者の論の進め方に注意しながら読む。

【Ｃア　語句の意味の理解】

【Ｃウ　自分の考えの形成】

	言語活動
	新聞やインターネット，学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比較することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ウ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　文中に用いられている語句の意味を理解したうえで，述べられている意見について考えを広げようとしている。
	記述の分析
	○　「対象化」「階層化」した付箋を基にして，わかりやすい話の地図が書けている。

☆　「話の地図」「説明」「内容」がもつ語句の意味とその具体例について確認し，それぞれについて書かれている箇所を確かめさせ，その関連を考えさせる。

	読む能力
	１　冒頭のまとまりに着目し，それに対する論の展開を捉え，そこから筆者の主張を読み取っている。
	記述の確認
	○　小見出しをつなぎ合わせて，話の地図を適切に書いている。

☆　小見出しごとの関連を整理させ，文章全体がどよのうな構成になっているかを考えさせる。

	
	２　筆者の「論の進め方」と「具体例の取りあげ方」に着目し，そのような書き方をした目的や意図について自分の考えをもっている。
	行動の観察
	○　たくさんの言い換え部分を探すことができるとともに，リードの実際をさまざまな新聞で確かめている。

☆　小見出しや文末表現，具体例などについて，それらがある場合とない場合とで本文にどのような違いが表れるかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　意見を論理的に伝えるために，どのような文章の構成の工夫がされているかを理解して，内容を読み取っている。
【言（ウ）　単語，文及び文章】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の確認
	○　日常生活と関連させながら教材を読んだ感想を書いている。
☆　意見に説得力を持たせるためには何が必要かを，内容のまとまりをとらえさせながら考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・高畑　勲「日本人はアリスの同類だった」　（「理解力１」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「友愛――14歳の君へ」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	友愛――14歳の君へ
	4
読む4
	・自分のものの見方や考え方と比べながら読む。

【Ｃエ　自分の考えの形成】

	言語活動
	説明や評論などの文章を読み，内容や表現の仕方について自分の考えを述べることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　筆者の「愛すること」についてのものの見方や考え方と自分の考え方とを比べて，自分の考えを広げようとしている。
	記述の分析
	○　「本当の友達」と「愛すること」に関して，筆者が述べている部分を正しくとらえ，筆者のいう「愛すること」について，共感や疑問など，自分の考えを述べている。

☆　最後から二つめの段落（P71下段L3～L14）の内容を整理させる。

	読む能力
	１　筆者が捉えている「本当の友達」や「愛」という言葉の定義や，「人に好かれる」と「人を好きになること」，「好かれる人」と「嫌われる人」という二つの言葉の関係を確かめながら，内容を読み取っている。
	記述の確認
	○　各まとまりの中心文(キーセンテンス)と，「本当の友達」と「愛」について述べられている文章を的確に抜き出し，それに対する自分の考えを書いている。

☆　「本当の友達」や「愛」の定義について，それが人に好かれることや人を好きになることなどに当てはまるかどうかを考えさせる。

	
	２　筆者の「論の進め方」と「具体例の取りあげ方」に着目し，そのような書き方をした目的や意図について自分の考えをもっている。
	記述の確認

行動の観察
	○　「愛」と「好き」の違いを明確にとらえ，共感したことや疑問に思ったことについて，きちんと自分の考えを書いている。

☆　文章の四つのまとまりの内容について，まとまりごとの最後の段落に着目しながら整理させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　意見を論理的に伝えるために，どのような文章の構成の工夫がされているかを理解して，内容を読み取っている。

【言（エ）　単語，文及び文章】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　「本当の」が付いている言葉をすべて抜き出し，筆者が「本当の」という言葉を使っている意図について，自分の考えを述べている。
☆　それぞれの言葉について，「本当の」とついている場合とついていない場合とを前後の文章も含めて抜き出させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



■「確かめよう」

	領域
	教材名
	指導事項
	評価規準

	話すこと・聞くこと
	話す材料を集めるには
	Ａア
	社会生活の中の話題について，話したり話し合ったりするためにはどのように材料を集めたらよいかを考えている。

	
	聞き手の立場を考えて話すには
	Ａイ
	聞き手に対する説得力を高めるには，話の内容をどのようにしたらよいかを考えている。

	
	中心をはっきりさせて話すには
	Ａイ
	聞き手にわかりやすい話をするためには，話の構成をどのようにしたらよいかを考えている。

	
	資料などを活用して話すには
	Ａウ
	話の要点をわかりやすく伝えるには，資料などをどのように用いたらよいかを考えている。

	
	話の要点を聞き取るには
	Ａエ
	全体の構成や話の展開を聞き取るためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	目的にそって話し合うには
	Ａオ
	目的にそって話し合うためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	書くこと
	書く材料を探すには
	Ｂア
	社会生活の中の話題について，書くための材料をどのように集めたらよいかを考えている。

	
	伝えたいことを明確にするには
	Ｂイ
	伝えたい内容を明確にするには，文章の構成をどのようにしたらよいかを考えている。

	
	説得力のある文章を書くには
	Ｂウ
	文章の説得力を高めるにはどのようなことに気をつけたらよいかを考えている。

	
	描写を工夫して書くには
	Ｂウ
	読み手にわかりやすい文章を書くためにはどのように描写を工夫すればよいかを考えている。

	
	書いた文章を見直すには
	Ｂエ
	書いた文章を読み手にとって読みやすくわかりやすいものにするにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	文章の工夫について交流するには
	Ｂオ
	書いた文章を読み合って自分の考えを広げるにはどのようにしたらよいかを考えている。

	読むこと（説明）
	抽象的な語句の意味を確かめるには
	Ｃア
	抽象的な概念を表す語句の意味を理解するためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	段落の内容と役割を整理して読むには
	Ｃイ
	文章全体と部分との関係を読み取るためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	例示の効果を読み取るには
	Ｃイ
	文章の中で例示が果たしている役割を読み取るためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	構成や展開について考えをまとめるには
	Ｃウ
	文章の構成や展開についての書き手の意図を捉えるにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	知識や体験と関連づけて読むには
	Ｃエ
	自分の知識や体験と関連づけて文章の内容を読み取るためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	さまざまな方法で情報を集めるには
	Ｃオ
	関心のある問題についてさまざまな方法で適切な情報を集めるにはどのようにしたらよいかを考えている。

	読むこと（文学）
	表現を確かめながら読むには
	Ｃア
	心情を表す語句の意味を理解するためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	描写の効果を考えるには
	Ｃイ
	情景の描写が果たしている役割を読み取るためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	登場人物の言動の意味を考えるには
	Ｃイ
	登場人物の言動の意味を読み取るためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	表現の工夫について考えるには
	Ｃウ
	文章の表現の工夫やその効果を捉えるにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	知識や体験を生かして読み深めるには
	Ｃエ
	自分の知識や体験と比べて詩や小説を読むためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	調べたことをもとに理解を深めるには
	Ｃオ
	内容の理解にいかすために本や文章などで調べたことをどのように用いたらよいかを考えている。
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